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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第59期
第３四半期
連結累計期間

第60期
第３四半期
連結累計期間

第59期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 46,026,663 44,265,142 60,461,283

経常利益 (千円) 1,134,444 1,082,247 1,412,880

四半期(当期)純利益 (千円) 328,370 827,883 471,253

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 311,593 840,366 441,110

純資産額 (千円) 11,743,397 12,563,517 11,872,901

総資産額 (千円) 29,312,894 30,026,508 29,400,535

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 32.89 82.92 47.20

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 40.06 41.84 40.38

　

回次
第59期
第３四半期
連結会計期間

第60期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 30.00 42.88

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

４．第59期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　
３ 【財政状態、経営成績の分析】

（１）経営成績の分析

  当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による景気の不透明感から持ち

直しの兆しが見られるものの、欧州の金融不安や長期化する円高の進行等より、依然として厳しい状況が続

いております。

　また、当小売業界におきましても、競合店との競争激化やデフレの進行による商品の販売価格の下落が続

いております。

　このような環境の中、当社グループは、売場生産性の向上を目指し、「欠品撲滅」と「品揃え」の徹底強化

を経営方針とし、その実行項目として「あいさつ・親切対応の実行」、「売場実行項目の完全実行」、「人

材育成と組織生産性の向上」などに引き続き取り組んでおります。新規出店といたしましては、平成23年10

月に売場面積1,900坪のショッピングモール型「エスポット清水天王店」をオープンいたしました。

①売上高

　当第３四半期連結累計期間の売上高は、442億65百万円（前年同期比3.8％減）となりました。総合ディス

カウント店「エスポット」につきましては、新規開店した「エスポット清水天王店」の売上寄与により前

年同期を上回る結果となりました。また、「業務スーパー」につきましても、前連結会計年度において新規

開店した５店舗の売上寄与により前年同期を上回る結果となりました。食品スーパー「ポテト」につきま

しては、厳しい競争環境等の影響により売上高は前年同期を下回る結果となりました。

②営業利益及び経常利益

　当第３四半期連結累計期間の営業利益は、９億４千５百万円（前年同期比7.7％減）、経常利益は、10億８

千２百万円（前年同期比4.6％減）となりました。これは、販売費及び一般管理費の改善効果は見られたも

のの、競合店との価格競争影響による売上総利益率の低下によるものであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

③四半期純利益

　当第３四半期連結累計期間の四半期純利益は、８億２千７百万円（前年同期比152.1％増）と大幅に増加

いたしました。

　これは、特別損失として減損損失が３億１千１百万円あったものの、前第３四半期連結累計期間に資産除

去債務会計基準の適用に伴う影響額が１億７千６百万円、投資有価証券売却損が１億４千６百万円等が

あったことにより税金等調整前四半期利益が８千万円増加したことと、平成23年12月に連結子会社であっ

た株式会社ひのやの吸収合併により引き継いだ将来減算一時差異等について、繰延税金資産を認識したこ

と等により税金費用が４億１千９百万円減少したことによるものであります。
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（２）財政状態の分析

①資産、負債、純資産の状況

（資産）

流動資産は、77億６千６百万円となり、前連結会計年度末と比較して１千２百万円増加いたしました。

　固定資産は、遊休土地の売却により土地が４億９千５百万円、店舗有形固定資産の減損損失計上により２

億２千２百万円減少したものの、「エスポット清水天王店」の新店建設投資にともない、有形固定資産が17

億３千４百万円増加したこと等により222億５千９百万円となり、前連結会計年度末と比較して６億１千３

百万円増加いたしました。

　この結果、資産合計では、前連結会計年度末と比較して６億２千５百万円増加し、300億２千６百万円とな

りました。

（負債）

　流動負債は、買掛金が８億５千５百万円、短期借入金が５億４千４百万円増加したこと等により、118億２

百万円となり、前連結会計年度末と比較して15億９千２百万円増加いたしました。

　固定負債は、長期借入金が11億５千７百万円、社債が５億６千１百万円減少したこと等により、56億６千万

円となり、前連結会計年度末と比較して16億５千６百万円減少いたしました。

　この結果、負債合計では、前連結会計年度末に比較して６千４百万円減少し、174億６千２百万円となりま

した。

（純資産）

　純資産は、前連結会計年度末と比較して６億９千万円増加し、125億６千３百万円となりました。　

　
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。

　
（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,128,000

計 35,128,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,540,20010,540,200
大阪証券取引所
JASDAQ　　　　　(スタン

ダード)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
単元株式数は100株でありま
す。

計 10,540,20010,540,200― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年10月１日～
平成23年12月31日　　

－ 10,540,200 － 1,198,310 － 1,076,340
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)　　
普通株式　556,400

－ －

完全議決権株式(その他)
 普通株式

99,822 －
9,982,200

単元未満株式
 普通株式

－ －
1,600

発行済株式総数 10,540,200－ －

総株主の議決権 － 99,822 －

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式88株が含まれております。

２　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成23年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　　

② 【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
 株式会社マキヤ

静岡県沼津市三枚橋
字竹の岬709番地の1

556,400－ 556,400 5.3

計 ― 556,400－ 556,400 5.3

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,239,449 1,333,835

売掛金 494,864 412,383

商品 4,548,996 5,384,543

その他 471,207 636,504

貸倒引当金 △398 △355

流動資産合計 7,754,119 7,766,911

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,840,560 9,863,866

土地 7,494,712 6,999,712

その他（純額） 542,057 747,212

有形固定資産合計 16,877,330 17,610,791

無形固定資産 1,049,393 895,571

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,929,151 2,953,075

その他 791,425 801,036

貸倒引当金 △884 △878

投資その他の資産合計 3,719,692 3,753,233

固定資産合計 21,646,416 22,259,596

資産合計 29,400,535 30,026,508

負債の部

流動負債

買掛金 4,947,026 5,802,050

短期借入金 2,880,373 3,424,433

未払法人税等 386,322 16,474

賞与引当金 159,913 119,358

ポイント引当金 84,511 125,583

その他 1,752,145 2,314,402

流動負債合計 10,210,292 11,802,302

固定負債

社債 932,500 371,000

長期借入金 4,173,531 3,016,389

退職給付引当金 563,080 591,883

役員退職慰労引当金 61,299 63,009

資産除去債務 390,455 437,877

その他 1,196,474 1,180,527

固定負債合計 7,317,340 5,660,688

負債合計 17,527,633 17,462,990
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(単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,198,310 1,198,310

資本剰余金 1,083,637 1,083,637

利益剰余金 9,997,062 10,675,186

自己株式 △446,077 △446,069

株主資本合計 11,832,931 12,511,064

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 39,970 52,453

その他の包括利益累計額合計 39,970 52,453

純資産合計 11,872,901 12,563,517

負債純資産合計 29,400,535 30,026,508
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 46,026,663 44,265,142

売上原価 36,090,223 34,873,738

売上総利益 9,936,440 9,391,403

販売費及び一般管理費 8,912,326 8,446,291

営業利益 1,024,113 945,112

営業外収益

受取利息 2,011 1,663

受取配当金 10,383 10,724

受取家賃 161,904 270,079

その他 106,784 119,773

営業外収益合計 281,084 402,240

営業外費用

支払利息 102,567 87,738

不動産賃貸費用 51,659 142,947

その他 16,525 34,419

営業外費用合計 170,752 265,105

経常利益 1,134,444 1,082,247

特別損失

減損損失 64,515 ※１
 311,698

投資有価証券売却損 146,400 －

賃貸借契約解約損 46,000 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 176,222 －

その他 11,092 －

特別損失合計 444,231 311,698

税金等調整前四半期純利益 690,213 770,549

法人税、住民税及び事業税 456,270 218,089

法人税等調整額 △94,427 △275,424

法人税等合計 361,843 △57,334

少数株主損益調整前四半期純利益 328,370 827,883

四半期純利益 328,370 827,883
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 328,370 827,883

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16,776 12,483

その他の包括利益合計 △16,776 12,483

四半期包括利益 311,593 840,366

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 311,593 840,366

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

　 当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

 
     ──────────────

※1　減損損失

当社グループは以下の資産グループについて減損

損失を計上しました。

 
場所 用途 種類 減損損失

 静岡県 店舗２店舗 建物他 311,698千円

　当社グループの減損会計適用にあたっての資産

のグルーピングは、継続的に損益の把握を実施し

ている管理会計上の単位である店舗別及び賃貸物

件別に、遊休資産についても個別物件別に行って

おります。また、本社他の資産グループについて

は、独立したキャッシュ・フローを生み出さない

ことから共用資産としております。 

　店舗について回収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失として特別損失に計上いたしまし

た。 

　回収可能価額は、使用価値により算定しておりま

すが、割引前将来キャッシュ・フローがマイナス

のため備忘価額としております。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のと

おりであります。
前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

　 　
　減価償却費 747,663千円

　

　減価償却費 775,691千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)
　

　１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年５月11日
取締役会

普通株式 利益剰余金 74,878 7.50平成22年３月31日 平成22年６月30日

平成22年11月９日
取締役会

普通株式 利益剰余金 74,877 7.50平成22年９月30日 平成22年12月６日

　

　２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　
　　　　該当事項はありません。
　

当第３四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)
　

　１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年５月10日
取締役会

普通株式 利益剰余金 74,877 7.50平成23年３月31日 平成23年６月30日

平成23年11月８日
取締役会

普通株式 利益剰余金 74,877 7.50平成23年９月30日 平成23年12月５日

　

　２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　
　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　単一の製品及びサービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超える　

　　ため、記載を省略しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　　　該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　
Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

単一の製品及びサービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

継続的に営業損失を計上している店舗資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

３億１千１百万円を減損損失として特別損失に計上しております。

　

EDINET提出書類

株式会社マキヤ(E03166)

四半期報告書

14/18



　

(企業結合等関係)

　　当第３四半期連結会計期間（自　平成23年10月1日　至　平成23年12月31日）

１．共通支配下の取引等

当社は、平成23年８月９日開催の取締役会における決議に基づき、当社の連結子会社である株式会社

ひのやを平成23年12月１日付で吸収合併いたしました。

（１）取引の概要

　　①対象となった事業の名称及びその事業の内容

　事業の名称：小売業

　　事業の内容：食品スーパー

　　②企業結合日

　平成23年12月１日

　　③企業結合の法的形式

　当社を存続会社とする吸収合併方式で、株式会社ひのやは解散いたしました。

　　④結合後企業の名称

　株式会社マキヤ

　　⑤その他取引の概要に関する事項

食品スーパー事業を取り巻く環境は、競争激化、消費の抑制や消費者の低価格志向などにより、依

然として厳しい状況が続いており、更なる効率経営と生産性の改善が必要となってきております。

　そのような状況を踏まえ、グループ内統合のシナジー効果による「従業員意識レベル」の向上と

「人材交流育成」の強化、経営資源統合による「資金効率」の強化、「事務管理」の合理化、「物

流」の効率化等々を図ることにより、経営基盤及び企業体質をより一層強化することを目的として

おります。

　
（２）実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基

準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）

に基づき、共通支配下の取引として処理しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日 
  至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日 
  至　平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 32円89銭 82円92銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 328,370 827,883

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 328,370 827,883

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,983 9,983

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

　

２ 【その他】

平成23年11月８日開催の取締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対

し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　　　①　配当金の総額　 　　　　　　　　　　　　　　　　 74,877千円

　　　②　１株当たりの金額　 　 　　　　　　　　　　　　　　 7円50銭

　　　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成23年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月８日

株式会社マキヤ

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    浅    野    裕    史    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大　須　賀   壮   人    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社マキヤの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成
23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月
31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マキヤ及び連結子会社の平成23年12
月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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